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研究成果の概要 

本研究では、驚異的な鉄代謝能力を持つ軟体動物のヒザラガイから見出した鉄酸化酵素および鉄沈着

タンパク質の遺伝子をがん細胞に導入することで、細胞内の遊離鉄を不活性な酸化鉄として沈着させ

る技術の開発を目指す。 

本年度はヒザラガイから同定した鉄酸化酵素および鉄沈着タンパク質を、出芽酵母を用いて組み換え

発現・精製し、その作用機序解明や機能領域の特定を目指して研究を行った。 

出芽酵母を用いて，鉄沈着タンパク質のシグナルペプチドを除いた全長配列、および N末端側の特徴的

なグリシンリッチ領域を除いた配列を GST 融合タンパク質として組み換え発現・精製することに成功

した。上記の組換えタンパク質を用いて鉄結合試験を行ったところ、シグナルペプチドを除いた全長配

列が N 末端側のグリシンリッチ領域を除いた配列より高い鉄結合能を示したことから、グリシンリッ

チ領域が鉄との結合に関与していることが示された。得られた組換え鉄沈着タンパク質の存在下で、磁

鉄鉱合成を行った結果，タンパク質存在下において，タンパク質を添加していない条件及び陰性対照の

GFPタンパク質を添加した条件と比較して，サイズの大きい磁鉄鉱粒子が形成され, 鉄沈着タンパク質

の酸化鉄形成への関与が示唆された。 

また、出芽酵母を用いて，鉄酸化酵素を GST融合タンパク質として組み換え発現することに成功したた

め、その活性評価および機能領域の特定を行うため、現在精製を進めている。 
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